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研究成果概要

大気チェレンコフ望遠鏡の次期大型計画として、25 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array Observatory (CTAO)計画が進行中である。この計画では、

大(口径 23m)・中(口径 12m)・小(口径 4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球のサイ

トに、約 60 台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV－300 TeV と広げ、従

来に比べ一桁高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。本研究において、CTAO 大口径望遠

鏡 LST（図１）の読み出し回路の製作、試験、保守を行っている。今年度は、特に以下

の作業を行った。 
(1) 5 月に、スペイン IAC 研究所に保管していた LST 4 号基用カメラを望遠鏡に取り付

けた(図２、３)。 

(2) イタリアグループが、南半球サイトの LST 5-6 号基の建設予算を 2022 年に獲得し

た。日本グループが開発した PMTモジュールの回路および構造の設計データをイタ

 
図１：（左）口径 23m CTAO-LST 初号機。（中）焦点面カメラ。（右）日本グループが

開発したカメラモジュール(7 本の PMT、波形 GHz サンプリング回路、スロー制御回

路から構成)。望遠鏡１台あたり、このモジュール 265 台が焦点面に配置される。 



リアグループに提供し、コピーをイタリア内で量産中である（図４）。 

(3) LST 1-4号基のカメラモジュールの品質管理(パルス幅、増幅率、アフターパルス発生

率、線形性、クロストーク、S/N比など)をまとめ、論文を出版した[1]。 
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図２：2025年 5 月に行われた、焦点面カメラの LST 4 号基への取付作業(左)と取付

後の LST 4号基(右)。 

 

図４：量産中の南半球サイト LST 5-6 号基用 PMT モジュール。 

 

図３：ラパルマ島に設置された LST 1 号基(左から 3 番目)と建設中の LST 2 号基(5

番), 3 号基(4 番), 4(2番)号基。左端は、口径 17mの MAGIC望遠鏡。 


